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言
葉
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組
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滋
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一
つ
い
え
川
一
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
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で
豪
華
ら
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的
基
礎
告
主
で
あ
る
仮
設
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義
的
国
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事
管
室
葉
町
工
工
事
竣
工
す
る
遂
び
と
な
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発
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よ
り
自
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待
機
本
仲
間
的
な
時
臨
時
削
工
事
に
と
り
か
か
る
燦
轡
内
総
数
お
よ
び
…
郎
総
地
工
事
な
ら
市
中
に
つ
い
て
は
常
松
却
村
山
間
々
棺
化
不
小
中
続
い
て
水
資
掃
の
篠
崎
凶
と
い
う
糊
州
総
と
し
管
長
一
な
地
域
ザ
く
り
を
鍔
殺
し
て

誕
祭
進
行
し
て
ま
い
つ
ま
し
た
e

が
と
会
り
ま
し
た
ω

が
い
い
排
主
惑
に
号
制
議
存
で
と
併
行
し
て
義
し
て
ま
い
;
戸
に
つ
き
ま
し
て
は
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域
内
総
警
で
お
り
ま
す
。
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内
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し

か

し

、

手

電

話

川

室

長

新

た

な

秘

書

し

て

は

吉

詰

2

f弓
j
e
t
-
-
a
'
s
a
g
a
L

一

液

議

行

政

一

室

長

下

を

未

然

に

紛

止

し

つ

つ

機

代

を

お

さ

じ

、

護

室

内
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め
と
す
る
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か
な
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出
は
ま
だ
多
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品
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し
た
古
利
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で
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緩
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す
る
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す
る
た
め
本
滅
工
事
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行
っ
て
い
ま
す
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こ
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を
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し
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紋
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華
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滋
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支
援
と
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語
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義
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話
い
つ
い
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主
主
自
然
令
部
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し
て
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い
り
ま
ぬ
主
化
す
る
点
芸
品
離
に
し
し
て
は
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話
蓄
め
か
一
品
喪
主
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巷
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襲
す
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お
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畿
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滋
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狩
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叫
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鴻
強
縁
日
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評
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て
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い
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ま
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土
、
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闘
い
た
し
て
お
り
ま
す
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金
活
向
山
笈
ぬ
淡
町
山
路
係
と
い
う
上
に
体
制
に
つ
い
て
も
緩
む
軌
討
し
、
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能
氷
官
ピ
ァ
チ
で
行
わ
れ
て
求
い
吟
た
と
く
獄
議
下
る
と
と
も
に
議
行
政
と
し
て

み
主
宰
ん
か
ら
期
待
冬
れ
て
い
る
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融
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事
業
に
つ
い
て
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い
よ
い
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立
っ
て
ゑ
摘
出
相
続
を
阪
燃
し
て
ま
い
る
な
摘
出
り
似
数
を
治
す
考
え
で
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討
し
て
こ
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で
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叫
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級
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に
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し
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泌
は
行
灘
畿
の
呉
体
品
川
な
ソ
メ
の
段
階
に
譲
り
針
作
で
あ
つ
ま
ず
含
ま
ザ
、
指
相
同
町
一
謀
議
い
リ
ま
す
。
こ
二
数
年
交
術
的
再
開
刊
滋
本
開
始
時
は
、
当
耐
閉
め
政
柏
市
制
作
余
い
向
山
づ
〈
ワ
‘
捻
絡
の
な
い
綴
続
づ
く

ま
し
た

J
刈
ず
、
年
波
均
一
一
知
に
主
た
る
も
が
自
分
哨
織
の
ま
ち
は
自
分
述
的
手
て
痛
と
コ
ミ
合
同
説
化
ド
い
つ
い
て
杭
討
を
と
し
て
2
1
ン
抱
一
り
時
間
を
一
自
治
で
い
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
偽
装

き
と
し
て
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祭
出
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ふ
滋
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購
買
選
挙
は
で
発
行
い
た
し
ま
す
。
戦
傷
病
雪
宇
品
般
に
一
向
下
時
説
、
体
幹
的
燃
か
で
を
い
場
合
格
に
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事
が
吟
行
す
る
酔
慣
を
提
示
し
省
滋
挙
管
議
委
員
会
的
役

3
n
M
詩
(
知
事
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3
n
貯
包
(
県

V
糊
盟
関
一
線
愚
者

3
丹
品
目
ま
で
に
帯
曲
散
の
終
皮
が
特
別
壌
市
税
か
ら
第
一
一
車
一
昌
也
総
肢
を
設
す
る
審
制
闘
を
添
付
し
て
い
た
隊
蹴
慨
に
議
求
し
て
く
だ
吾
、

時
融
レ
に
脅
μ

「トポし
.
4
R
8
8
{
n
n
)
炉
内
転
開
庸
開
哨
織
を
守
さ
れ
た
方
は
級
品
開
柑
川
ま
で
、
心
機
、
と
ん
時
臓
、
時
間
鴨
緩
め
降
だ
き
ま
す
食
こ
の
繍
ボ
は
、
投
薬
目
前
4
m
nま
で

総

務

隠

と

決

ま

り

ま

し

%

で

役

緩

で

き

ま

す

6
4月
L
昌
以
降
的
獲
に
あ
っ
て
は
、
校
総
翁
窪
か
ら
鯵
烹
選
挙
管
理
幾
災
命
叫
し
は
、
務
総
爪
め
で
き
ま
す
。
{
キ
憾
の
統
一
滋
挙
で
は

マ
議
機
悶
H

3

月
四
日
市
内
紙
験
者
は
従
前
内
同
部
議
所
で
一
投
逗
坂
絞
ま
で
の
者
と
し
て
開
仙
ぬ
概
さ
れ
て
い
に
軸
間
期
ず
る
と
認
め
た
時
は
郵
便
投
熱
心
四
年
4
月
4
詰
ま
で
~

V
名
簿
務
縄
問
3
丹
日
ロ
ロ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
総
窓
く
る
有
ま
た
、
身
悼
の
畿
擦
が
約
港
経
一
証
明
齢
者
向
吋
穏
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
選
挙
脚
内
総
議
員
会
で
は
、
滋
争
入
か

遺
構
人
名
簿
議
総

3
月

百

か

だ

き

い
E

肢
で
、
知
事
が
撃
に
よ
り
吋
証
明
し
た
'
す
で
に
こ
の
縁
側
明
書
交
付
暴
け
主
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
対
陣
倒
的
繍

詩
ぷ
一
時
間
対
話
1

不

・

在

者

投

蟻

ド

義

2
3車
z
u
u訪
日

一

坊

の

で

パ

郡

山

村

ー

は

た

だ

ち

に

自

宅

時
絡
は
午
務
8
時
制
分
か
ら
午
後
5
時

4
月
8
2
口
町
投
滋
穏
に
、
会
社
町
出
け
れ
ば
設
擦
で
象
ま
せ
ん
。
な
お
、
転
山
刷
、
死
亡
し
た
場
合
は
総
投
語
用
紙
お
よ
M
V
投
面
市
南
封
筒
的
交

ま
で
〉
談
、
お
綾
子
定
、
旅
行
弘
帯
や
む
を
益
え
な
灘
絞
殺
議
を
希
察
す
る
滋
挙
人
辻
、
明
殺
を
滋
挙
管
運
委
夜
食
に
泌
さ
な
〈
付
金
受
け
た
選
番
人
は
続
得
で
投
票
し

wv鶴
岡
隅

4
丹
8
8

午
後
7
時
部
分
い
摺
務
の
化
的
役
援
が
で
き
な
い
方
は
選
挙
管
総
綴
照
合
的
委
員
援
に
対
し
、
て
誌
な
り
ま
せ
え
。
役
職
郁
朗
紙
令
対
鋳
に
入
れ
封
を
七
、
そ

か
ら
判
孫
手
中
学
校
体
海
銀
本
税
者
投
粟
が
て
捧
ま
す
e

郵
便
投
票
一
位
明
織
的
役
品
目
を
申
講
す
る
や
役
擦
の
方
議
誌
の
表
面
比
投
緩
紙
調
舟
目
、
投
議
場
所
、

投

蕪

の

で

き

る

方

門

講

県

知

事

3
Z
Z
B
2
こ
と
は
守
ま
す
。
(
受
付
申
書
は
斜
線
護
を
し
よ
う
と
す
る
選
挙
人
名
前
喜
警
長
率
的
封
筒
に
入

ま
で
、
機
織

3
月
幻
日
か
ら
選
挙
管
綴
刑
判
M
H
A
宮
に
あ
っ
ま
す
〉
は
投
索
然
跡
的
役
察
用
封
筒
や
品
納
殺
す
れ
封
を
し
、
滋
挙
管
翠
高
官
扇
町
人
留
め
婆
巽

寝

泊

年

会

員

以

控

室

L
4
n
7
H
ま

で

こ

の

証

明

警

交

付

を

申

請

す

る

と

る

た

め

の

繍

毒

薬

草

滋

挙

管

是

に

霊

し

て

E
い
c

と
機
問
機
以
上
町
方
で
、
次
内
総
体
に
マ
時
間
都
議
8
時
油
分
か
ら
午
後
5
き
は
ほ
、
身
体
際
謀
者
必
ず
刊
紙
、
戦
傷
病
糊
暗
殺
民
会
に
あ
り
ま
す
)
円
い
柑
晴
名
し
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機
・
策
蕗

2

3

験
拶
司
¥
食
主
と
し
て
榔
障
に
生
怠
し
、
偽
品
開
問
、
一
え
芸
品
科
好
会
我
孫
子
支
綴

中

。

什

い

吋

襲

、

終

空

軍

し

ま

す

.

一

釦

配

釦

活

藤

譲

会

平
賀
沼
で
u
a
碍
1
F
l
v
z
か
ら
帝
都
・
叩

t
|
|
i
i
i
i

金
一
長
約
郁
々
ン
チ
メ

i
ト
ル
、
岡
酬
を
的
2
用
問
目
的
機
越
冬
し
ま
し
ム
ド
ョ
同
町
v
n
H時

3
月間出
n
a
(
火
}
午
的
問
時
時

ひ
ろ
げ
る
と
2
3
0
セ
ン
チ
メ

i
ト
ん
こ
れ
は
、
非
常
に
玲
ら
し
い
こ
と
で
刊
か
ら
同
時
ま
で

以
上
に
な
る
白
半
数
大
内

?
yで
て

す

。

マ

V

禍
明
}
周
太
陣
聞
神
同
F
M
臨
行
我
孫
子
支
山
崎

医
大
な
介
レ
ン
ジ
色
め
帯
、
熱
織
品
時
〈
謝
料
孫
子
野
鳥
を
守
る
金
)
刊
2
閥
出
品
品
開
綴

肉
体
で
‘
醐
吟
も
も
、
用
地
が
邸
、
幼
鳥
蝶
ニ
的
草
案
辻
、
幼
鳥
で
、
緩
和
田
山
町
V

テ
i
v
暗
号
恒
率
慾
は
つ
い
て

で
は
{
同
色
蕊
が
不
鯵
明
、
織
は
典
型
約
都
立
丹
訪
日
に
、
終
脳
間
山
内
管
取
持
続
剛
山
駅
時
動
車
で
の
日
、
象
地
帯
は
ご
遠
慮
〈
だ

な
く
き
び
到
な
ど
が
符
愛
で
す
。
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
e

さ
い
。

ぐ新学期も

新しい?草生め学校生活

率
水津さ務審熊各ん(90

長

mw注
総
流
通
未
を
後
期

t
て
い
る
、
}

ル知③
知
事
の
綾
品
仰
を
受
け
た
米
州
刷
機
齢

数
殺
な
ど
で
、
指
定
者
佼
け
た
ほ
哨
告

に
は
次
円
レ
A
y
q
J
な
緩
裁
が
掲
示
さ
担

て

い

ま

す

。

浮

き

創

刊

倒

i
l

市
内
的
懇
話
活
舗
は
守
的
と
ニ
ろ
4

時
開
人
調
期
制
問
千
葉
の
つ
ど
い

綴
で
す
が
こ
の
緩
総
抑
制
緩
は
今
回
だ

V
テ
ー
マ
男
宜
的
都
世
智
と
婦
人
的
校

け
で
な
く
、
今
後
も
い
娼
続
し
て
一
付
わ
れ
会
害
擦
を
す
す
め
る

る
子
山
県
ぞ
す

.

v

日
時
尋
問
月
間
臼
(
火
)
m
M
時
制
分

か
ら
同
時
部
分

マ
参
加
安
値
冊
県
内
海
住
円
四
歳
以
ふ

的
発
世
緋
し
く
は
千
葉
婦
人
合
部
霊
ま
で

A
性

q
U
A情

"'z

水
津
多
務
総
苔
ん
叫
歳
て
、
叶
帥
岡
康
」
、
刊
文
構
内
欝
き
方
」

で
す
。
求
た
矢
野
義
培
、
我
首
相
予
の
援
州
民
い
と
い
っ
た
文
化

さ
ん
は
4
年
開
閉
巡
し
て
の
皆
齢
制
撲
を
綬
・
軒
執
務
ふ
慨
機
な
ど
に
つ
い
て
ゑ
従

業

し

ま

し

た

.

が

由

M
オ
蹴
叫
に
決
め
て
、
府
開
分
淡
町
手

こ
の
長
寿
大
学
は
、
務
齢
者
社
会
的
で
会
学
を
遂
誉
す
る
中
か
ら
、
向
国
分

進
む
中
で
、

ρ
金
容
}
れ
す
べ
て
紋
宵
遠
的
存
在
者
線
機
一
怒
し
主
ヲ
と
し
て

で
あ
る
々
と
震
う
務
援
は
た
ふ
り
‘
高
鈴
い
ま
ず
@

品
鳴
が
そ
的
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
昨
草
卒
業
し
た
鱗
l
総
生
が
中
心

曲
目
力
を
務
め
る
た
め
北
、
新
し
い
知
織
と
な
っ
て
蜘
眠
気
し
た
大
学
院
で
貯

や
技
術
主
義
係
率
め
つ
つ
搬
し
名
が
入
学
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

く
学
び
、
喜
び
と
ゑ
診
が
い
キ
主
っ
て
そ
ヲ
で
す
。

&
滋
で
き
る
よ
う
に
と
潟
設
さ
れ
記
も
大
学
擦
も
、
い
了
ぞ
う
充
獲
す
る

の

で

?

会

こ

と

で

し

ょ

う

。

427 

wv
対
象
審
紛
市
内
夜
桜
内
i

万
で
、
公

E
A帥
同
締
附
脱
税
初
心
者
に
か
害
り
ま
す
ω

②

年
機
縦
続
し
て
受
惜
併
で
怒
る
ぢ
に
か
ぎ

り
ま
す
e

お
お
子
同
時
づ
れ
町
方
は
ご
議

曙
下
旬
惑
い
a

同
開
冶
酬
聞
出
水
晴
樹
令
中
綿
上
町
小
伊
藤
か
ら
、
捜
島
村
終

明
治
時
代
は
全
商
閣
の
河
川
が
洪
水
を
に
代
金
分
総
を
竣
む
者
が
中
山
て
き
た
わ

経
こ
し
ま
し
た
が
、
科
桜
町
も
た
び
た
け
で
す
。
そ
し
て
財
政
ょ
こ
れ
に
応
ず

ぴ
堪
防
が
哲
れ
た
り
喰
内
本
滋
答
が
取
る
よ
と
の
で
き
な
い
村
当
局
に
対
し
、

た
り
し
て
‘
蝉
駒
栄
に
と
っ
て
は
ω

誌
に
水
小
作
幾
6
、
7
0
一
一
戸
の
人
た
ち
が
特
設

と
の
戦
い
が
続
き
ま
し
た
。
中
で
も
明
ゃ
い
約
乎
に
裁
判
に
訴
え
ま
し
た
。
当
時

治的
ω
年
と
四
日
平
的
線
引
訟
は
大
き
く
、
特
約
中
山
知
町
上
存
院
は
問
問
ほ
ど
の
中
小
停

に
m
H
年
は
関
湖
北
村
内
全
堤
防
が
決
壊
盤
以
外
で
は
地
主
7
戸
は
村
抵
抗
綬
成
派

し
て
利
掛
川
叶
側
関
の
餅
地
金
制
怖
が
然
水
し
み
ゆ
か
た
拭
中
忠
誠
で
、
あ
と
劇
作
臨
時
ア
H

炎
mn
以
来
的
大
洪
水
止
な
り
ま
し
た
a

農
家
以
外
の
6
戸
ほ
ど
が
お
お
む
ね
中

回
出
掛
明
農
家
で
は
土
地
を
手
放
し
れ
~
り
、
立
習
に
つ
れ
ん
ヰ
つ
で
す
む
数
判
的
緑
地

子
仲
間
合
挙
公
に
出
し
た
り
し
て
米
を
紫
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
総
戸
町
民
政

わ
ね
ば
な
ら
ず
‘
鳴
に
与
え
る
べ
き
わ
判
所
で
行
わ
れ
た
ら
し
〈
、
被
告
肉
付

ら
も
な
い
と
い
う
扶
況
で
L
ぺ
号
ヲ
世
間
に
は
級
国
内
総
鴎
殿
議
院
紬
削
減
…
殺

し
て
地
家
や
副
作
縫
は
と
も
か
く
.
小
瓦
脅
〕
が
卦
識
人
と
し
て
双
ち
ま
し
た
e

作
騰
は
た
い
へ
ん
札
前
し
い
生
日
閉
に
也
扇
そ
し
て
裁
判
の
桔
棋
は
村
長
統
的
敗
訴

し
た
の
て
し
た
ぬ
と
し
て
桔
務
み
ぞ
み
る
に
い
た
り
ま
し
ね

湾

出

川

敷

燃

都

度

官

官

会

的

分

際

一
庁
、
政
府
は
明
抗
仙
川
和
品
宅
二
法
明
治
U
H
年
日
月
別
口
ベ
鈴
糸
寺
に
お

の
成
立
以
後
、
初
出
制
叫
に
つ
い
て
も
ル
は
い
て
、
笹
川
品
説
会
い
肉
も
と
、
先
制
代

修
工
事
に
カ
念
入
れ
ま
し
と
が
巴
間
的
金
町
一
国
利
1
万
3
0
6
0
m門
識
的
中
か

れ
停
工
事
行
針
を
太
収
桝
似
し
て
お
木
法
ら
絞
M

民
的
問
官
し
た
?
0
0
円
を
小
学

め
?
?
t
説
4

L

P

!
賊

河
期
敷
区
有
金
事
件

J
，

-
紺
明
治
末
・
湾
北
村
の
密
務
と
H

判
官
官
処
分

i

切
り
か
之
、
そ
の
第
2
期
以
棋
と
し
校
以
礎
酬
附
し
て
、
時
間
嶺
念
総
が
中
時
区

依出席
i
取
子
山
削
に
吋
械
の
一
拡
鋭
、
水
へ
中
件
下
を
ふ
く
れ
日
)
全
戸
数
2
3
2

h
A
2
 

司
法
撲
を
明
治
川
町
年
か
、
片
品
削
減
し
ま
一
戸
へ
分
配
怒
れ
ま
し
た
。
分
続
日
棋
は
前
中

た
。
特
じ
布
持
と
布
川
的
後
い
部
分
分
百
数
に
印
向
、
都
制
緩
終
日

hsm門
な
い

車
問
体
を
増
し
、
取
手
i
小
川
哨
聞
な
ど
し
は
mw
湾
で
あ
勺
ん
だ
よ
う
で
す
。
明
徐

州
問
許
し
い
併
は
新
川
を
聞
き
何
身
喪
末
期
的
住
災
緩
動
と
も
み
ら
れ
る
こ
約

十
流
じ
欲
的
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
R

事
件
は

b
し
ろ
縞
を
立
て
る
強
誹
い
一

め
た
め
湖
北
村
刊
で
は
明
治
抗
年
、
持
議
る
ニ
と
な
く
哩
絞
党
λ

常
時
と
結
合
〔

ご
ろ
河
川
は
必
然
地
と
し
て
お
期
的
て
政
治
的
援
単
に
及
川
で
)
と
も
な
ふ
く
、

間
前
叫
〈
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
余
が
伐
却
さ
議
朴
な
牒
ω践
的
存
び
と
共
に
そ
山
山
中
川
浩

一
ま
し
た
@
こ
の
地
は
幾
持
出
現
防
両
縛
に
役
立
っ
て
諸
問
一
地
羽
を
み
ま
し
た
し
品
川

町
草
生
地
で
、
獄
中
時
間
也
集
合
4h的
時
抑
制
北
抑
制
線
人
で
あ
っ
た
菅
井
敏
之

0
3
一
仰
の
分
議
詩
有
と
し
て
、
援
に
助
氏
械
的
判
湖
北
村
誌
恥
は
‘
こ
的
事

本
金
苅
リ
牛
馬
町
之
容
や
肥
料
に
し
件
じ
っ
冬
、
裁
判
的
都
織
に
触
れ
て
は

い
た
所
で
す
6

村
で
は
義
務
教
育
6

い
ま
せ
ん
が
、
敢
然
な
記
録
を
残
し
て

日
制
実
絡
に
よ
母
校
舎
梢
祭
を
減
ら
れ
い
象
す
&
か
〈
で
大
託
M
M
年
に
数
事
新

な
ど
.
売
却
金
多
段
符
食
と
し
て
速
水
際
的
問
時
堤
防
が
緋
訴
し
ま
し
た
。

し
た
い
討
紋
事
機
以
あ
り
ま
し
た
お
問
題
的
河
町
僻
酬
は
舟
ゃ
ん
Y
年
た
ち
の
秒

一

判

汐

氷

野

球

ク

ラ

ン

ド

で

、

事

件

的

和

す

h
A

ホ
絡
に
脅
し
む
小
作
縫
い
い
と
勺
て
、
る
よ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
.
ま
も
な
〈

先
制
会
主
が
倒
閣
‘
と
な
っ
た
町
仮
火
な
総
合
蔵
総
公
開
期
日
変
身
す
る
と

め
続
行
冬
で
あ
っ
た
と
感
わ
れ
の
こ
と
で
ナ
“

狭
山
端
的
被
害
が
と
り
わ
け
大
き

お
年
上
年
挽
ハ
ガ
キ
あ
な
口
は
例

等

t
・
:
z
:
当
り
ま
し
た
か
れ

市
内
で
.
1紘
q
h
卦
滋
教
が
出
ま
し
た

ニ
の
幸
運
な
人
は
、
鈴
木
成
悶
滋
{
日

歳
・
機
崎
)
で
す
。
中
学
的
向
級
生
か

ら
蓉
た
9
巡
の
う
ち
的
1
泌
が
、
み
ぷ

と
に
ラ
ァ
キ
!
ナ
ン
バ
ー
と
…
絞
し
た

わ
け
で
す
。

鈴
木
替
の
代
わ
り
に
総
後
幽
叫
に
来
た

お
母
き
ん
も
、
賞
品
(
ラ
ジ
オ
品
目
テ
レ

ビ
)
を
ふ
?
に
思
わ
ず
に
ご
}
り
ゅ

ー
略
的
当
選
は
大
変
め
ず
ら
し
く
礁

平
は
出
万
分
的
ー
だ
そ
う
で
す
ω

あ
な
た
も
、
も
っ
一
度
お
支
持
一
的
醤

惨
を
織
か
め
て
み
て
は
。

取
消
す
場
合
は
返
還
で
冬
な
い
と
議
わ

れ
た
。
納
得
で
き
な
い
α

a
w
h
u
漣
結
線

予
約
余
と
い
今
町
一
持
法
開
的
に
あ
い

ま
い
な
も
町
で
、
こ
め
件
で
は
干
約
取

消
し
の
条
壌
が
パ
ン
ワ
レ
ッ
ト
に
仰
仇
さ

れ
て
い
な
い
の
で
.
ニ
の
予
約
料
丹
摘

家
僚
は
あ
る
と
怠
わ
れ
ま
す
。
こ
め
ニ

と
を
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
信
之
た
と

こ
ろ
、
蜘
脚
糊
鯛
的
一
小
聞
を
絞
め
予
約
料
の

滋
蔽
を
承
知
し
ま
し
た
砂
そ
し
て
止
の

印
印
刻
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
予
約
紋

摘
し
め
h

敵
機
を
λ
れ
る
と
の
約
被
告
符

ま
し
わ
写
後
日
、
串
山
出
品
物
か
ら
1
0
0
0
内
俊

殺
っ
た
と
の
一
悠
認
が
あ
り
ま
し
た
争

〔
市
市
限
緩
さ
ん
釜
)
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